










































田漢は谷崎潤一郎と長年にわたる交友関係を持っており、 谷崎 唯美的 初期作品に共鳴を覚えていると思われる。
























よくこんなに安らかに眠れて、悪い夢さえも見 いな だろうね。母の手紙によると、彼女は二ヶ月も上から降りたことも いそうだ。期せずして彼女は い切って気持ちを入れかえたよう ……（ハイヒール 見かけて、一つを手に取った）ほら、まだこの靴を履 ているよ この靴は彼女の以前の楽し 生活の唯一の記念なのだろう。 （靴を持ち上げて思いに耽る）ああ、靴よ、そしてお前を踏 でいる足と腿は、なんという罪悪の花だろう。ああ、人 美の地獄へと誘惑す も だよ。私はまだ覚えているよ。彼女に 靴を買ってあげたのはある冬の夜だった。 彼女は薄い黒色のストッキング は 腿を伸ばして私 靴紐を結ばせたの った―
私は紐を結びながら、心の中で不思議に思っていた。どうしてこの小さなハイヒールは、彼女の足が履い



















早く起きてみてごらん。君の好きなものをいっぱい買 きた。 （一つ一つ指差して）これは今最も流行っているマフラーだ。去年私たちが旅に出かけた時に、揚子江の川辺であ 馬鹿から買ったマフラーはい けど、あれはウールだ。今暖かくなったから、あれは使え く った それから、見て、これは黒いインドのシルクで、洋服の生地として買っ あげ よ。君は黒い服でも白 服でもどっちを着ても損はしな と言 たよね。
―28―
それから、これは最も流行っているシルクの靴だ。君が以前はいていたものよりずっといいよ。そして、見て、これは帽子、これはストッキング、これはクリーム よ。ほら、これは新しく出した楽譜で、中には、天才の作曲家がここ数ヶ月内に作った新しい曲が入っている。早く起きて弾いてみてごらん。これは香水だ 新くできた友だちがくれた南国特有の香水だ。彼は香水を研究する調香師で、鼻が五、 六十種類の香りを嗅ぎ分けることができる。彼は自ら数え切れないほど危ない南国の山奥から珍しい草花を採集してきて、長い年月かけてようやく作りあげた。この香水は神々し 陶酔感を味わわせることができるそうだ。特に遠いところにいる旅人が、この香りを嗅ぐと故郷を思い出すから、彼はこれを「懐郷水」
（注５）
と名づけた。ああ、美瑛！君は





























が、それを自分 命のように守ろうとするところ、妖怪に後ろか 追いかけられてきた。彼はその真珠を妖怪に奪われたくないから、 急いで海の中に投げ込ん しまった。その真珠は今の「海珠」
―
大きな岩石に変わっ
た。私が持ってきたこれ の真珠は、龍が吐き出したものではなく、年取った蛤が生み出したも でもない。実は、南海のある島で、猟師に捕まえられた男と女の鮫人を見かけ 着 時に、男のほうはすでに殺されてしまっ が、私は女の鮫人を救った。これら 真珠はあの可哀そうな女鮫人が泣 出したもの 。これは金で買えるものなのか？
　
美瑛、今回の南国の旅は楽しいものとは言えない。悩みや怒り、失望、女性に対す
る失望、友情に対する失望 更には 類に対する失望さえ感じている。私はただ老母の恩義を忘れる とができない。君の神秘的な微笑や銀鈴のような声も忘れられない。この二か月間、君のことをど なに恋しくなたのだろう 私は生活のため 故郷を遠く離れ、君と老母をこの山奥 こ 高い楼閣に残してしまうなんて。君のような楽しい生活を経験した人にと は何という寂しいことだ 、今すぐ家に帰っ 君を慰めと思った。だけど、 大変賢い子だから、 人生が短 も で、 芸術が 深いも だとよく知っ いるから、 きっ
―30―




















































































































　（たいへん落ち着いて言った）あなたが友だちと出かけた後、家はまるで古寺のように静かだった。美瑛もあなたの言うことを聞いて、毎日静かに読書に専念していた。退屈になったら ピアノを弾いて 淋しそうな曲だったから、 あまり閉じこもると体調が悪くなるのではないかと心配して 彼女を外へ遊びに行こ と誘
―33―

























そうだよ。私もすぐ彼女は病気になったと気付いた。彼女の額を触 たら、案の定熱があ た。急 で彼女部屋の中へ連れ戻して、無理やりベッドに寝かせつけ その後 布団 掛けてあ 、ベッドのカーテンを下ろして、窓を閉めてから降りて横 なった。翌日お医者さんに見てもら が、 「たいしたこ はない しょうがスープを少し飲んで身体を温めればよくなるよ」と言われた でも その後夜 三日続 はあかわらずテラスに座って歌を歌っていた。歌ったり止 ったりして、誰かと交互に歌ってい うだっ 。三日目の夜になると、私は我慢できず、彼女 怒 て、部屋に入る う説教し 彼女はおとなし の後につ
―35―























































田漢「自伝」 （ 『難中日記』の一部、一九六七年六月九日完成） 、 『田漢全集』第二〇巻に所収
（２）
　
田漢「我々の自己批判」 、初出は『南国』月刊（第二巻第一期、一九三〇年） 、 『田漢全集』第十五巻に所収
（３）
　











 「媚珠」や 緑珠 伝説や民話 はよく美女の名前として使われる。たとえば、古 中国文学の影響を受けているベトナムの伝説「金亀伝」の主人公は絶世の美女媚珠である。中国宋代の伝奇小説「緑珠伝」には、全国に名を馳せた美女緑珠と大富豪石崇の愛情物語が描かれている。
（８）
　
夜間に光を発する真珠。
（９）
　「龍珠」と次の「明月珠」 、 「牟尼珠」はすべて真珠の名前。
（
10）　
有名な真珠。
※
 田漢の作品などの引用はすべて『田漢全集』 （中国・花山文芸出版社、一九九七年）に拠った。原文は中国文であるが、日本語訳は全て引用者による試訳である。
